
言葉のイメージにこだわり「発想力」「論理力」「表現力」を育てる国語

三上祐佳里

辞書に載っているような言葉の意味をそのまま受け取り語彙を増やすのではなく，言葉や文のつながりから思

い浮かんでくるイメージを増やしていくことを大切に扱った。言葉や文から受け取るイメージは一人ひとり違う

ものである。その違いについてお互い話をし，一人では思いつかなかった新しいイメージを手に入れることで，

より深く物語の世界にひたることができたり，自分の思いをより豊かに表現したりすることにつながると考えた。

物語文を中心に繰り返し取り組むことで，イメージを広げることに慣れ，さらに自分が広げたイメージの根拠

を本文から説明することができるようになってきた3 また，一つの単語にこだわりながらも，言葉と言葉文と

文のつながりを考えて，物語の世界にふさわしいイメージを作っていくことができるようになった。

しかし、自分の感じたことや思いを読み手がイメージを広げられるような言葉文章で表現することまでは

できなかったことが、今後の課題iとして残る。
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1 言葉のイメージを広げ，深める

一つひとつの言葉が持つ意味だけでなく，そこから

生まれてくるイメージを大切にすることで，文章の読

みを深めさせたいと考えた。この「イメージをもつ」

ことが，「発想力」につながると考えにまた，ペアや

グループでお互いの意見を出し合っていくことで，さ

らに言葉のイメージを増やしたり，その文章にふさわ

しいイメージを取捨選択する力をつけることにつなげ

たい。この「文章にふさわしいイメージを取捨選択す

る力」が「論理力」につながると考えた。そして，最

終的に「言葉のイメージを増やすこと，取捨選択する

力をもつこと」が，自分の考えを話すときや文章を書

くときに活かされ，豊かな「表現力」をつけることに

つながると考えた。

1 . 1 言葉のイメージにこだわる

私は，イメージを「ある言葉を見たり，文章を読ん

だりしたとき，頭に浮か氾惑覚」というふうに捉えて

いる。一つの言葉から，映像だけでなく， 肌触りや匂

いなども含めたあらゆる感覚を思い浮かべることが

「言葉のイメージを広げる」ことだと考える。さらに，

一人ひとりが自分の頭に浮かんだイメージをより細か

く感じることができたり，より詳しく説明することが

できたりすることが「言葉のイメージを深める」こと

だと考える。

例えば， 「雨」という一つの言葉を見たときまるで

辞書の説明を読むように，空から降ってくる水だけを

頭に思い浮かべるのでは，イメージの広がりも深まり

もない。この言葉と同時に，「大雨」「小雨」「ザーザー」

などの雨の様子や「冷たい」「寒い」「暗い」などの自

分の感覚「傘」「長靴」「レインコート」などの物を思

い浮かべる。イメージが広がると，よりたくさんの物

事を思い浮かべることができる。また，「雨」が「春の

雨」のように別の言葉とつながることで，より具体的

に物事を思い浮かべることができるようになる。物語

などの文章を読んでいくとき，一つひとつの言葉のイ

メージをたくさんもちながら，そのほかの言葉や文と

のつながりを考えることで，より具体的に文章の世界

を思い浮かべ，作品にひたることができるのではない

かと考えた。

2 研究方法

私が担当している学級は，3・4年生の複式学級で

ある。子どもたちの様子や，複式学級の特徴を考えて

次のことを中心に研究を行った。

2. 1 物語文を中心に

疇から話のすじを作ってしまったり，文章からで

はなく自分の思い込みでイメージを作ってしまいがち

な子どもたちの様子を考え，今年度は物語文を中心に

研究を進めることとした。

しかし，ただ文章を読んで，「自分の作ったイメージ

は」と問いかけても，いったい何を考えていいのかわ

からない。ある作業をすることで， 一人ひとりがイメ

ージを広げ，お互い話し合うことで深まるようなもの

を学習の手立てとして考えることにした。

子どもたち同士が，それぞれが持つ言葉や文のイメ

ージをすり合わせていくことで， さらに言葉のイメー

ジを増やしたり，その作品にふさわしいイメージを選

択したりする力を育てるために，グループ学習やペア

学習の効果的な取り入れかたを考えた。

2. 2 複式学級を活かして

複式学級の授業の方法として，同時間接授業を取り

入れている。そのため，子どもたちは自分たちで授業

の司会進行をし，学習を進めていかなくてはいけない。

子どもたちが自分たちで話し合いを進められるように
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するために，一学期に虞受業ガイドを取り入れること
にした。また，授業の流れに慣れてくるころには，ガ
イドを無くしての授業も試みることにしt~

3 授業の実際

実際の授業の例として， 3年生は『ちいちゃんのか
げおくり』， 4年生は『一つの花』を取り上げる。この
二つの物語文では，「物語の世界を体験する読み」とし
て，まるでちいちゃんと一緒に空襲から逃げているよ
うに同じ駅のホームに立ってゆみ子たち家族を眺め
ているように，物語を読み味わうことを考えた。言葉
や文章にこだわってイメージを広げ，そのイメージを
子どもたち同士が話し合い深める。話し合う中で，イ
メージの取捨選択がされ，より物語にふさわしい世界
を思い浮かべることができるようにしt~
また，二学期に入り，授業の流れにも慣れてきてい
たため，授業ガイドを作らずに学習を進めた。ガイド
が無いので，司会者は話し合いの様子を見ながら進め
ることになる。話し合いを続けると，話し合っている
内容がぼんやりし，何を話し合っているのかわからな
くなる。司会者もどう進めて良いか判断が難しくなる。
そこで，話し合いの切り替えの目安として，司会者に
は次の2つのことに気をつけて司会をするように指示

をした）

①基本的な話し合い順番は，グループから全体へ
②グループで話が止まったら全体の話し合いにする
全体で話が止まったらグループの話し合いにする。
以下，それぞれの学年について述べる。

3. 1 三年生『ちいちゃんのかげおくり』

3. 1. 1 単元の概要

三年生の物語文『ちいちゃんのかげおくり』では，
学習のめあてを，「ちいちゃんの気持ちを考えながら読
む」と，子どもたちの初発の感想から話し合って決定
しt~ そこで，この物語の世界のイメージを広げ，深
める話し合いをするきっかけとして，場面ごとのちい
ちゃんの表情を考えるという手立てを考えた。
絵本『ちいちゃんのかげおくり』では，たくさん描
かれているちいちゃんの顔が教科書にはほとんどない。
表情がはっきりとわかるのは，空襲に遭い逃げている
場面ーか所だけである。場面ごとのちいちゃんの表情
を考えるという共通の目的を持つことで，何のイメー
ジについて話をすればよいのか明確になると考えた。
また，一人ひとりが考えているイメージが相手にも伝
わりやすいようにワークシートを工夫しt~ このワー
クシートについては，子どものイメージの広がりを妨
げないように，必要最小限の図柄や枠であるように心
がけた。

子どもたちが取り組みやすいように，次の6つの場
面で分けて考えるように計画しt~

• 一の場面① （お父さんが出征する前の日まで）
・ーの場面② （お父さんが出征してから）

・ニの場面

・三の場面

• 四の場面① （ふらふらになっている様子）
• 四の場面② （きらきらわらっている様子）
基本的な学習の進め方は，①一人で文章を読み，ち
いちゃんの表情を考え，ワークシートにかき込む。②
グループで自分の考えた表「青について話をする。③全
体でちいちゃんの表清について話をする。④ワークシ
ートにちいちゃんにかけてあげる言葉を書き込む。と
いう 4つの流れで行った。初発の感想の交流から始ま
って，各場面ごとに，同じような授業の進め方をする
ことで，司会者を含め子どもたち全体に自分たちの活
動の見通しを持たせることにした。さらに発表につい
ても，本文のどこからそのように考えたのか， 自分の
考えた表情だけでなくその根拠となる文章も一緒に発
表することを徹底した3

3. 1. 2 第三場面の授業から

具体的に第三場面での子どもたちの様子を取り上げ
る。第三場面は空襲に遭ったちいちゃんが一人ぼっち
になってしまう場面である。もう，ちいちゃんの表情
を考えるのも四度目になるので，子どもたちも活動の
見通しを十分もつことができていた。
まず， 一人ずつで第三場面のちいちゃんの顔を考え
た。第ー場面，第二場面では，ちいちゃんの表情だけ
をワークシートにかき込み，周りの様子は全体の話し
合いのときに全員で考え書き込んでいた。しかし，今
回からは， 一人でワークシートにかき込むときから，
ちいちゃんの周りの様子もかき込んでもらうことにし
た。

第二場面と比べてちいちゃんの動きがあまりないた
めか， 一人ずつではかき込みにくそうだっt~そこで，
グループで相談しながら， 自分なりにちいちゃんの顔
を考えることにしt~ それぞれのグループで相談する
中で， 3FA男が「『なくのをこらえて』って書いてい
るから，なみだがたまってると思う。」と同じグループ
の子に話しかけながらワークシートにかき込んでいた。
別のグループでも，3FB女や3FC男が自分の考え
た顔を見せ合うことで確認しているようであった。
全体での話し合いになったとき，「なくのをやっとこ
らえて言いました。」 の部分にこだわり， 「ちょっとだ
けないてる。」 「しゃくりあげて，なきやんでる。」など
の話が出た。そこで同じ泣いている顔をかいた第二場
面との違いはどうなのか考えさせた。第二場面では泣
いているが，第三場面では「こらえている」ので泣い
ていないという話し合いが続いた。また，「やっと，こ
らえて」の「やっと」に注目し，「二の場面で，ずっと
泣いてて，泣きやみたかったけどできなくて，三でで
きに」と考えを深めることができた。しかし， 「なく
のを，やっとこらえて」という部分の印象が強かった
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のか，ちいちゃんの顔を考える上で読んでいる文章が，

第三場面の前半に偏っていにそのため，場面全体を

かかわらせながらイメージ広げるために，場面の後半

部分も読んで考えるように声をかけにそして，第三

場面後半から，ちいちゃんの周りの様子を考えた。全

体で作っているワークシートに「こわれかかったぼう

くうごう」をかき込むときには，ほとんどの子どもが，

「黒（ちいちゃんにとって良いもの）でかく」と言っ

たのにたいして， 3FD男が「なんか，こわいかんじ

がする。こわれかかってるし。」と発言した。 3FE男

は，「でも，ぼう＜うごうは，ちいちゃんを守ってくれ

るものやから，黒や。」と反論。しばらく二人で話が続

いた。最後には3FD男が，「全部赤（ちいちゃんにと

って， こわい，良くないもの） じゃなくて，なんか中

間みたい。」と発言した。そこで，こわい感じがする「こ

われかかった」という言葉を赤で囲み，「ぼう＜うごう」

を黒で書くことで落ち着いにまた，「ほしいい」のと

ころからは，「少しかじったのは，なぜか？」という話

し合いにつながり， 「ほしいい嫌いやったんかな。」な

どと自由に話すなかから，「食べ物ないから，明日のこ

とも考えたんやで。」「お母さんやお兄ちゃんに残して

あげたんちゃうん。」「ちいちゃんは，お母さんとお兄

ちゃんに会えると思ってるんやよ。」と考えがつながっ

た。そこから，ちいちゃんの思いが分かる文「お母ち

ゃんとお兄ちゃんは，きっと帰ってく るよ。」の「きっ

と」という言顛に気づくことができた。

授業での話し合いの結果から少し煩がこけ，口を真

文字にむすんだちいちゃんの顔をかくことにした。

（写真1)
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四年生『一つの花』

ー 単元の概要

四年生の物語文 『一つの花』では，子どもたちの初

発の感想に「どうして，教科書には戦争のI布い話が載
ってるのか」という疑問が出ていた。全体で感想の交

流をしているうちに「この作者は，私たちをI布がらせ
るために戦争の話を書いたのか」という新たな疑問が

生まれてきにそこから学習のめあてとして「このお

話は何を伝えたいのか」を考えることになった。

『一つの花』では，語り手はゆみ子，お母さん，お

父さんの誰にも寄り添わず，家族の様子を淡々と語っ

ていく。このような教枕文の特徴をふまえて読みの手

立てを考えたとき，子どもたちが主人公や登場人物に

同化して読むよりも，その場で主人公や登場人物の様

子を見守る兄や姉の立場に立って読むほうが，より自

然に物語の世界を体験することができるのではないか

と考えた。そこで読みの手立てと して，それぞれの場

面のゆみ子に声をかける活動を取り入れた）文章を読

んで，「どう思いますか」と問いかけられても，いった

い何を考えてよいのか，何を発言すればよいのかはっ

きりしない。話し合いのきっかけとなる活動を作るこ

とで，一人ひとりが「文章のどこを読んで，そんなふ

うに声をかけることにしたのか」を説明し合うことが

できる。そこからお互いの考えの違いに気付き，本文

からその根拠を考えることで，物語のイメージを深め

るための話し合いにつなげられると考えた。

基本的な学習の進め方は，①一人で文章を読み，ワ

ークシートにゆみ子へかけてあげたい言葉を書く。②

グループで自分のかけた言葉について話をする。③全

体でゆみ子にかけた言葉について話をする。④もう一

度，ゆみ子にかける言葉をワークシートに書き込む。

という4つの流れで行った。

3. 2. 2
 
第三場面後半の授業から

具伽'1勺に第三場面後半での子どもたちの様子を取り

上げる。第三場面の後半は，出征するお父さんがゆみ

子に一輪のコスモスを手渡す場面である。

ワークシートヘの書き込みも4回目になるので，そ

れぞれ教科書に線を引いたり，書き込みをしながら，

ゆみ子へかける言葉を考えていた。お父さんがゆみ子

に渡したコスモスについて，それぞれの読みはまだ浅

いものの，だいたいの子どもたちは， 「きれいだね。」

「大切にしてね。」という声をかけていた。 4FA男だ

けは，ゆみ子に対して「そのお花はごみすて場のよう

な所にさいていたからきたないよ。」と書き込んでいた。

（写真2)
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（写真2 文章後半は，授業後の書き込み）

確かに本文には，「プラットホームのはしっぽの，こ

みすて場のような所に，わすれられたようにさいてい
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たコスモスの花」と書かれている。4FA男はその中
の「ごみすて場」という言葉から，「ごみをすてるよう
な所なのだから，バイキンがある。だから汚い。そこ
に咲いている花も汚い。」というイメージを作り上げて
いた。授業の流れどおりグループでの話をし，お互い
ゆみ子にかけた言葉とその理由を話し合ったのだが，
どうしても4FA男の意見だけは相容れない。本文か
ら根拠を見つけイメージを広げているので，同じグル
ープの子どもたちも「何か違う。」「そうじゃない。」と
感じながらも，お互いが納得する言葉で説明をするこ
とができていなかった。そこで，全体での話が始まっ
た時点で，こちらから「みんなの使っている『きれい』
と彼が使っている『きたない』はなにか言っている
相手や中身が違うように思うんだけど。」と発問をした。
本文に返りながら「何が違うのか」考え，話をしてい
った結果「ごみすて場は確かに汚いし，そこらへんに
咲いている花やから，バイキンもついてるかもしらん。
でも，私たちがこのコスモスを『きれい』って言いた
いのは，お父さんの思いがこもっているから，見た目
ではなくて，気持ちがきれいなんだ。」と説明すること
ができた。そして，引き続き「どちらの意見が，この
場面やコスモスのイメージに合うのだろうか。」を考え，
話し合った。前半の話し合いでお互いの思いを十分話
せていたので，全員「お父さんの思いがこもったコス
モス」というイメージを選んだ）そこからさらに，「お
父さんはどんな思いをコスモスに込めたのか。」とイメ
ージを深める話し合いをすることにした。

それぞれが自分の考えを話すが，もう一つすっきり
としなかった。しかし最後に， 4FB男が「ごみすて
場のような所でも咲いてるから，たくましいコスモス
なんだ。お父さんは，ゆみ子に『たくましく育ってね』
と言いたかったんだと思う。」と自分の考えを話した。
それまで，充分にお互いのイメージを出し合い，話し
合えていたこともあり， 4FB男の考えを聞いて全員
納得したようであった。

最後に，この授業から考えたことを付け加えて，も
う一度ワークシートにゆみ子にかける言葉を書き込ん
だ。

4 授業の考察

3年生の授業では，一人ひとりがイメージを広げ深
めるために， どの言葉から思い浮かんだのか整理して
いく話し合いが行われていたように思う。「こわれかか
ったぼう＜うごう」の部分での話し合いのように，「こ
わい」というイメージと，「安心する」というイメージ
を出し合い，話し合うことで， 「こわれかかった」「ぼ
う＜うごう」と一つひとつの言葉に細かく区切って考
えたり， 一緒に考えたりする活動につながっていた。
そのことから，なんとなく思い浮かんでいたものが，
根拠を持ってより具体的にはっきりとイメージするこ
とができるようになっていた。また，言葉が重なるこ

とで，相反するイメージが複雑にからむことを実感す
ることができていたように思う。

4年生の授業では，コスモスの花を「きれい」「大事
にしてね」と書き込んだ子どもたちと，「汚いよ」と書
いた4FA男では，イメージの作り方（大切にしたい
言菓や選択しているイメージ）が違うということに気
づくことができたようであった。一つの言葉のイメー
ジをたくさん出すことはもちろんであるが，「どうして
正反対のイメージが出てしまうのか。」と，イメージの
取捨選択の方法までつながる話し合いができていた。
また，学習のめあてである「このお話は何を伝えたい
のか」についても，コスモスの花のイメージを中心に，
両親の想いにまでせまることができた）

5 成果と課題

疇として，まず両評とも， 一つの言葉に限定し
てイメージを広げるのではなく， 言葉と言葉のつなが
り，前後の文のつながりを考えてイメージを広げるこ
とができていたよ引こ思う。言葉と言葉文と文がつ
ながってイメージを広げることができるようになった
ことで，言葉の意味を浅くとらえていたときよりも，
より深く物語の世界を考える，発想することができる
ようになっていた。

次に，お互いのイメージの違いを，本文の言葉から
根拠をさがして話し合う活動を繰り返すことで，単語
に敏感になることができてきた。全体をぼんやりとと
らえ，教科書に一文だらだらと線を引いてしまってい
た子どもが，一つの単語にこだわって印をつけること
ができるようになった。4月当初には，挿絵から物語
のすじを作ってしまっていた子どもも，本文の言葉に
こだわり， しつかり文章を読んで物語の世界に入るこ
とができてきた。単語に敏感になることで，より自分
の考えにあった言葉を選択し，論理的に話すことがで
きるようになってきた）

疇として，自分が感じたことや思いを，読み手が
イメージを広げられるような言葉や文章で表現するこ
とができなかった。言葉や文章からイメージを受け取
ることだけでなく，そうして獲得したイメージを取捨
選択しながら，自分なり表現ができる手立てを考えた

し‘。
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